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全球
・
非静力学大気モ デル を用 い た対流圏界面領域の 解析 （2）
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1．は じめ に

　本研 究で は 、 地球 シ ミ ュ レ
ー

タ
ー上 で動 く全 球

非静力学大気モ デル （Nonhydrostatic 　ICosahedral

Atmospheric 　Model
，
　NICAM ；Tomita 　and 　Satoh

，

2004）の 出力データを解 析す るこ とで、熱帯対流圏

界 面領域 （TTL ）の 水蒸 気混合比 値に影響を与 える

小 ス ケ
ー

ル の 積乱雲か ら惑星 ス ケール の波 まで 、あ

らゆ る ス ケ
ール の プ ロ セ ス を定量的に理解す る こ

とを目標 とし て い る。2006年秋季大会 では 、 3、5km

格子 水惑 星実験の snapshot デー
タ を用い て 、 圏界

面 付近に存在す る赤道ケ ル ビ ン 波 の 寒位相部上に、

水平ス ケール 600km 程度の 重力波 が見 られ 、これ

が局所的に極 めて低温 な領域 を作 りだ し 、 TTL 内

で脱水に 寄与す る可能性 を示 した （久保川 他 ，
2006 ：

日本気象学会 2006 年秋季 大会 P376 ）。 今回 の 発表

で は、7km 格子水惑 星実験 の 時系列データを解析

した結果 を示す。デー
タ は 3 時間平均値が 30 日分

あ る。

2．結果

2．1 組織化 した積雲群

　組 織化 し た積雲群 は赤道近 辺 に集 中して 見 られ

た 。 解析デ ー
タ の 初期 時刻 （DAY1 とす る）の 経

度 0
°

付近 に水平 ス ケ
ー

ル 3000km 程度の 雲群 が 見

られた 。 こ れ はその 後 、約 15〜 19m ／s で 東進 し、

DAY28 に 経度 0
°

付近で 消滅 した。また、　DAY15 に

90
°
W 付近で発生 した雲群 も水平ス ケール 3000km

程 度で 、約 15〜 19m ／s で 東進 して い た 。 こ ち らは

DAY30 で 90
°
E 付近まで 達 して い た。こ れ らの 雲

群 は 、 先行研究 （Nasuno　et　aL
，
2007）で 対流結合

ケル ビ ン 波 とわか っ て お り （但 し 、 3．5km 格子 実

験〕、便宜上 、 SCC −A 、　SCC −B と呼ぶ。

　DAY22 に SCC −B の 東側 80
°

E 付近 で水平 ス ケ ー

ル 1000km 程 度の 背の 高い 雲が 発生 した。こ れ は

約 8m ／s で東進 し、そ の 雲頂高度は 圏界面付近ま で

達 した 。 さらに、DAY28 に は SCC −B と結合 して

い る。
一

般 的に、背 の 高 い 雲の 雲頂部は周 り よ り

気 温が低 い 可能性 が あ り、上部対流 圏で水蒸気混

合比値を減少 させ うる。対流活動 が もた らす脱水

効果 の 観 点か ら、 こ の 雲の 定量 的な約割に っ い て

当 日発表す る 。

2．2 対 流圏界面

WMO の 定義に従 っ て対流圏界面高度 を決 め 、 そ

の 時間変動を調 べ た 。 赤道近辺 （−180
° 〜180

°

、5
°
S 〜 5

°

N ）の 平均的な対流匿1界面高度 は 18．2km で

あっ た。圏界 面高度お よび 気温 の 変動は 主 に 対流

活動 と結合 し た圏界 面付近の ケル ビ ン 波に よ っ て

支配 されて い るこ とが わ か っ た。気温の 変動幅は

最大 10K 程度で あ っ た 。

2．3 対流雲の 到達高度

TTL 内に侵入する対流雲は 、　 TTL 内で 脱水 を も

た らす要 因の
一

っ と考 え られ る。そ こ で 、3 時間

毎の データ を用い て 、TTL 内に 侵入 し て い る対流

雲 （total　condensate （雲 （水 ＋氷 ）＋雨＋雪）≧0．01

（91kg）で 定義）の 頻度を調 べ た。その 結果 （図 1）、

赤道近辺 の 20〜30 ％の 領域で対流雲が侵入 して い

た。又 、圏界面 をオ
ーバ ーシ ュ

ー
トして い る対流

雲は お よそ 0．001％〜1 ％で あ っ た 。
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図 1： （左 ）DAY1 （00UTC ）に お ける赤道上 の 雲

（濃 い 網掛 け部 ）、 夥 く 0 の 領 域 （薄い 網掛 け部）、

WMO の 定義 に従 っ て決 めた 圏界面 高度 （黒丸）の

経度高度断面 図。　（右）赤道近辺 内 の 雲頂が LRM

（Lapse　Rate　Mini皿 um ；TTL の 下端境界 高度）を

越 え る頻度 （実線 ；下軸）と対流圏界 面 を越 える頻

度 （破線；上軸 ）の 時 系列 。 解析対象領域 は一180
° 〜

180 °

、5
°

S〜5
°

N。
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